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把手共行 ～分かち合おう、共にロータリーの感動を～  

書初め会・新年初例会 

会長挨拶 会長 藤嶋 剛史 
本日は、さいたま市長特別秘書吉田様、梨本ガバナー、井原パストガバナー、松伏 

RC 若盛会長、さいたま新都心 RC 一色会長、地区青少年交換の浦野委員長 次年度 
青少年交換派遣候補生の竹内桃歌さんとお父様の竹内敦志様、そして大勢の米山学友 
と奨学生の皆さんにご参加いただき、本当にありがとうございます。 
皆様ご承知の通り、地震によって本当に大変な年明けになりました。4 日前に地区 

から支援金支援の依頼があったところです。そうした中で、今こうやって無事に、 
安全に新年を祝える我々は幸せです。昨年のクリスマスでも言いましたが、地球の中の幸せの分量は決まって
いて、誰かが幸せなときはその分誰かが不幸になっているかもしれない、という話があります。いま幸せの中
にいる我々が、そんな誰かにしてあげられることを改めて考えていかなければならないと、強く感じていま
す。 
さて、今日は書き初めに始まり、このあとは書道パフォーマンスも予定していますが、その中で本年度のス

ローガンを取り上げていただけるようです。本年度スローガンは「把手共行」、サブテーマを、「分かち合お
う、共にロータリーの感動を」としています。このロータリーの感動とはいわゆるロータリーモメント、記憶
に残るロータリーの感動の瞬間のことで、この言葉は当地区からＲＩの会長をされた田中作次さんが提唱され
たものだそうです。そして、把手とは手を取る、つまりロータリーソングにある手に手つないでという意味
で、共行とは単純に共に進んでいきましょうという意味です。いま当クラブは 117 名の会員がいますが、その
皆で手を携えて活動できれば本当に大きな力になりますし、他の団体と協力すればさらに大きな力となりま
す。そのためにも今年は、今日も参加していただいてますが米山学友会、米山奨学生の皆さんと協働してポリ
オデーの開催なども行ってきました。ただ、手をつなぐ相手は他人だけではなくて、自分の中にいる、自分自
身である、とも言われています。我々が奉仕活動を行うとき、ロータリアンとしての自分自身を見つめ直し、
さらに磨いていければ、もっともっと良い奉仕活動につながるのではないかと思います。また、今日は奨学生
の皆さんにたくさん来ていただいていて、3 月には卒業を迎える人も多いと思いますが、その後は米山学友と
して、ぜひ皆さんでつながり続けて欲しいと思いますし、自分自身を見つめて、磨いて、素晴らしい未来を築
いて欲しいなと思います。 
最後にお正月にちなんで、初夢ではないですが、夢の話をしたいと思います。私が 2 年前地区米山部門委員

長をやる前に、一つ不安に思っていたことがありました。というのは、米山部門委員長というのは大学生相手
ですし、大学の教員や担当者と密接に関わるのですが、実は大学を出てないので大学についてわからないこと
が多々ありました。やってみたら別に問題なかったのですが。私が中学生のころ、家は今と違う商売をやって
たんですがそれがうまくいっておらず、行きたい高校があったのですが経済的な事情であきらめなければなり
ませんでした。その時にくさってしまって、もういいや、と大学に行くのもあきらめてしまったんですね。も
っと根性があればバイトしながら勉強するとか道はあったと思いますが、努力をしなかった。その後しばらく
して、夢を見るようになりました。同じ夢を。ああ、もうすぐ大学受験なのに勉強全然してない、どうしよう
どうしよう、という夢です。で、はっと目が覚めると、ああ、そうだった。大学受験なんてしなかったんだ
な。と思い出す。この夢を、30 歳くらいまで見ていました。今日は若い人がたくさん来ていますが、これか
ら自分の将来を決める決断をする時が何度もあると思います。そんな時に努力しないで簡単にあきらめてしま
うと、何度も夢に見るほど後悔することがあります。ですので、「把手共行」の言葉にあるように、自分自身
を見つめて、本当にそれでいいのかじっくり考えて、悔いのない人生を歩んで欲しいなと思い 
ます。 
何はともあれ、今日はすべて「和」のテイストで、食事には多分新年例会では初であろう、 

お雑煮なども用意しました。最後まで大いに楽しんでいただければ幸いです。 
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